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１．はじめに

　7 世紀中頃から 13 世紀初頭にかけて，北海道を中心

に擦文文化 1）が展開する（澤井 2023）．当該文化の成立

と展開には本州との強い関係性が指摘されるなど（榊田

2016；菊地 2022 など），北方の先史文化を考える上で重

要な研究対象となっている．

　 擦 文 文 化 の 石 器 研 究 は， 石 器・ 石 材 組 成（ 横 山

1988），製作技術（横山 1988），機能・用途（鈴木宏

2014a），石材の獲得と流通（鈴木信 2004）といった様々

な観点からの蓄積があるが，ここでは本論とかかわる石

器・石材組成および，石材の獲得と流通についての研究

の現状と課題を整理する．

　石器・石材組成の検討では，横山（1988）による全道

的な検討により，①スクレイパー（搔器）を主体とする

こと，②黒曜石 2）を主要石材とすること，③時期が新

しくなるにつれ，石器の出土量が大幅に減少することが

明らかにされている．また，本論の議論の対象となる石

狩低地帯 3）では④剝片石器の製作・使用は中期中葉ま

で継続し，⑤中期後半には利器が剝片石器から鉄器に置

き変わり鉄器化が完了したことが指摘されている．

　つづいて，石材の獲得と流通について確認する．鈴木

信（2004）は，石狩低地帯の黒曜石原産推定事例を集成・
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要　　　旨
　本論では，石狩低地帯中部の恵庭市に位置する擦文文化成立期の諸遺跡から出土した黒曜石製石器を対象に，
原産地推定を実施し，分析事例の拡充をはかる．さらに，黒曜石原産地推定結果と，石器器種および石器の礫
面状態との関係性を検討し，土器研究や遺跡分布の研究成果と対照することで，当該期における黒曜石利用と
その歴史的意義を考察した．
　その結果，擦文文化成立期では①赤井川産・白滝産・十勝産のいずれかの原産地を中心に，置戸産・旭川産・
名寄産や本州産の出来島産が伴うような多産地の原産地構成をもつこと，②赤井川産と白滝産（赤石山）につ
いては産出地付近の原石と河川に流入した原石が利用され，その他の産地の黒曜石では河川に流入した原石の
みが利用されること，③最寄りの赤井川黒曜石原産地（遺跡から 65km の距離）と最も遠方の出来島黒曜石原
産地（遺跡から 250km）では石材の運搬距離に大きな開きがあるものの，どの原産地の黒曜石においても搔器
が主に製作されていることが明らかになった．さらに，遺跡分布にかかわる先行研究の成果と対照することで，
④当該期では主要分布域を大きく越えた多方面の原産地の黒曜石を入手していたことを確認した．
　本論の成果は，擦文文化中期以降の道北・道東への分布の拡大に先立ち，主要分布域を大きく越えた多方面
の原産地の黒曜石の獲得が行われていたことを意味しており，そのような黒曜石の利用から読みとることがで
きる未知の地における網羅的な探索行為こそが，中期以降の同文化の広域拡散の受け皿となり，擦文文化が道
内全域におよぶ広域文化を形成する歴史的な役割を担った可能性を指摘した．
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検討し，当該期における原産地構成の特徴を指摘してい

る．そこでは，続縄文文化後半期（後北 C2-D 式）では

赤井川産が大半で白滝・十勝産が伴うのに対し，続縄文

終末期（北大式）から擦文文化中期では赤井川産が大多

数を占め，白滝・十勝産は減少し伴うことが稀になるの

を確認した．その上で，石器組成および鉄器組成の変化

と関連づけて理解することで，北大式以降に近隣産地で

ある赤井川産にまとまる傾向は，「黒曜石製石器の出土

量の減少に伴う現象ととらえられるので，赤井川産が増

加して他産地を凌駕するというよりも，黒曜石の利用そ

のものが低調になった結果，広域交換が廃れてしまい，

道央部では近隣産地である赤井川産に偏った」ことを指

摘し，その要因として鉄器化の進行を想定した．

　一方で，近年実施された石狩低地帯中部の東側に隣接

する馬追丘陵の幌内 D 遺跡の黒曜石原産地推定では，

分析点数は少ないものの，赤井川産を主体に，十勝産（上

士幌産）・白滝産・置戸産（所山産）が伴うことが判明

した．そして，その成果を受け，「石狩低地帯北部でみ

られる「赤井川」産の入手ルートに加えて，「上士幌」

産の入手ルートが存在していた」ことが指摘される（鈴

木宏 2014b）など，当該期の黒曜石利用を考察する上で

重要な成果が得られている 4）．

　これまでみてきたように，本論の対象である擦文文化

については石器・石材組成の検討や，黒曜石原産地推定

結果の検討により，黒曜石利用の実態が明らかにされつ

つある．一方で，黒曜石原産地推定については，報告書

内で結果が提示された例はあるものの，分析費用などの

制約もあり一遺跡・一時期での分析点数は 10 点程度で

あり，多数の資料群を対象とした原産地推定の事例蓄積

が，当該期における黒曜石の利用やその歴史的意義を考

察する上で解決すべき課題となっている．

　本論では，上述した問題を解決するため，石狩低地帯

中部の恵庭市に位置する擦文文化成立期（擦文土器型式

の前期に相当）の諸遺跡で出土した黒曜石製石器を対象

に原産地推定を実施し，分析事例の拡充をはかる．さら

に，得られた黒曜石原産地推定結果と，石器器種および

石器の礫面状態との関係性を検討し，土器研究や遺跡分

布の研究成果と対照することで，擦文文化成立期におけ

る黒曜石利用とその歴史的意義を考察する．

２．分析対象の概要

2-1　時間軸の設定

　対象遺跡を確認するのに先立ち，擦文文化の時間軸を

設定する（表 1）．本研究では大局的な黒曜石の利用の

把握を目的としているため，擦文文化の一般的な時期区

分（前期・中期・後期）である 3 時期区分（澤井 2007

など）を時間軸として採用する．ただし，北海道内に併

行して存在するオホーツク文化との対応関係を検討する

にあたっては，より細かなスケールで構築された榊田

（2016）による土器型式編年を参照することとする．なお，

本研究の対象となる擦文文化成立期は，3 時期区分中の

前期に該当し，当該期は榊田編年では「擦文第 1 期前半」・

「擦文第 1 期後半」・「擦文第 2 期前半」・「擦文第 2 期後半」

に細分されている．

2-2　対象遺跡および分析対象資料の概要

　対象遺跡は，恵庭市域の 6 遺跡である．以下に，遺跡

および分析対象資料の概要を確認する 5）．

ユカンボシ E4 遺跡　 ユカンボシ E4 遺跡は，ユカンボ

シ川の右岸側の低位段丘に立地する（図 1-1）．1991・

1992 年に実施された北海道埋蔵文化財センターの調査

では，縄文時代からアイヌ文化期の遺物・遺構が確認さ

れている（北海道埋蔵文化財センター 1992）．擦文文化

期では，前期前半（「擦文第 1 期」）に帰属する竪穴 1 基，

焼土 17 か所が検出され，擦文土器の主要包含層から黒

曜石製石器がまとまって出土している．土器および石器

の形態的な特徴に加えて，水和層が発達しないことから，

擦文文化前期前半に帰属するものと考えられる．原産地

推定は，包含層出土資料の内，報告書に掲載されている

黒曜石製石器の全点（68 点）を対象に実施した．

　1995 年に実施された恵庭市教育員会の調査では，縄

文時代からアイヌ文化期の遺物・遺構が確認されている

（恵庭市教育委員会 1997）．擦文文化期では，前期前半

（「擦文第 1 期」）に帰属する土坑 5 基，焼土 86，骨片分

布 56 か所が検出され，擦文土器の主要包含層から黒曜

石製石器がまとまって出土している．土器および石器の
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表 1　擦文文化の土器編年

※本編年表は榊田 (2016) を一部改変し，さらに澤井 (2007) を加えて作成．本論で産地推定分析を実施した時期に灰色のトーンを付した．

道　北
（留萌・宗谷）

サハリン
　南部

道　東
（オホーツク海側）

道　東
（太平洋側）

道　央
（石狩・後志・胆振・日高）

道　南
（渡島半島）暦年代

5 世紀前～後

 5 世紀末
～ 6 世紀初

6 世紀前～後

 6 世紀末
～ 7 世紀前

7 世紀中

 7 世紀末
～ 8 世紀前

8 世紀中～後
 8 世紀末
～ 9 世紀前

9 世紀前～中

9 世紀後

10 世紀初

10 世紀前

10 世紀中

10 世紀後

11 世紀前

11 世紀中

11 世紀後
～ 12 世紀

北大 1 式古段階

北大 1 式新段階

北大 2 式

北大 3 式１類

北大 3 式 2 類

擦文第 1 期前半

擦文第 1 期後半

擦文第 2 期前半

擦文第 2 期後半

擦文第 3 期前半

擦文第 3 期後半

擦文第 4 期前半

擦文第 4 期後半

（鶴野 2）

（大尽内）
（南川 2）

札前 4 類

札前 2 類
札前 3 類

＋ ＋ ＋

擦文第 4 期後半

擦文第 4 期前半

擦文第 3 期後半

擦文第 3 期前半

擦文第 2 期後半

元地式

貼付文期後半 2 段階

貼付文期後半 1 段階

貼付文期前半

沈線文期後半

沈線文期前半

沈線文群後半段階

沈線文群前半段階

刻文期後半

刻文期前半・刻文Ⅰ群・江の浦式 1 類

刻文Ⅱ群

江の浦式
　3 類

江の浦式
　2 類

十和田式後半段階

続縄文
終末期

南貝塚式

トビニタイ 2 式

トビニタイ 1 式

トビニタイ 3 式

擦文第 4 期前半／「トビニタイⅠ群」1 類／トビニタイ 4 式

擦文第 4 期後半／「トビニタイⅠ群」2 類／トビニタイ 4 式

擦文第 5 期

擦文前期

擦文中期

擦文後期

  澤井
(2007)

図 1　対象遺跡および黒曜石原産地の位置（「All Rivers All Lakes Topography」を用いて作成）
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形態的な特徴に加えて，水和層が発達しないことから，

擦文文化前期前半に帰属するものと考えられる．原産地

推定は，包含層出土資料の内，報告書に掲載されている

黒曜石製石器の全点（51 点）を対象に実施した．

ユカンボシ E9 遺跡　ユカンボシ E9 遺跡は，ユカンボ

シ E4 遺跡から 500m ほど離れた，ユカンボシ川の左岸

側の低位段丘に立地する（図 1-2）．当遺跡では縄文時代

から擦文文化期の遺物・遺構が確認されている（恵庭市

教育委員会 1993）．擦文文化前期前半（「擦文第 1 期」）

に帰属する焼土 12 か所の周辺に，多数の遺物集中域が

検出されている．原産地推定は，焼土付近から出土した

資料の内，報告書に掲載されている黒曜石製石器の全点

（58 点）を対象に実施した．

茂漁 8 遺跡　茂漁 8 遺跡は，漁川支流の茂漁川右岸の

低位段丘に立地する（図 1-3）．茂漁 8 遺跡では続縄文文

化期からアイヌ文化期の遺物・遺構が確認されており（恵

庭市教育委員会　2004），擦文文化期の遺物・遺構は擦

文文化前期後半（「擦文第 2 期前半」）が主体で，中期が

伴う．前期後半の遺構として，竪穴 5 基が検出されてい

る．原産地推定は，包含層出土資料で，報告書に掲載さ

れている黒曜石製石器の全点（42 点）を対象に実施した．

後述する茂漁 7 遺跡と石器の形態的な特徴や水和層の発

達程度が共通することから，擦文文化前期後半に帰属す

るものと考えられる．

茂漁 7 遺跡　茂漁 7 遺跡は，漁川支流の茂漁川右岸の

低位段丘に立地する（図 1-4）．茂漁 7 遺跡では縄文時代

からアイヌ文化期の遺物・遺構が確認されており（恵庭

市教育委員会 2004），擦文文化前期後半（「擦文第 2 期

前半」）の遺物・遺構が主体を占める．当該期の遺構と

しては，竪穴 6，土坑 4 基が検出されている．原産地推

定は，竪穴および包含層出土資料で，報告書に掲載され

ている黒曜石製石器の全点（40 点）を対象に実施した．

南島松 4 遺跡　南島松 4 遺跡は，柏木川の右岸側の低

位段丘に立地する（図 1-5）．当遺跡では縄文時代から擦

文文化期の遺物・遺構が確認されており（恵庭市教育委

員会 1991），擦文文化前期後半（「擦文第 2 期前半」）の

遺物・遺構が主体を占める．当該期の遺構は，竪穴 1 基，

焼土 7 か所が検出されている．原産地推定は，竪穴から

出土した資料および包含層出土資料の内，報告書に掲載

されている黒曜石製石器の全点（67 点）を対象に実施

した．

茂漁 1 遺跡　茂漁 1 遺跡は，茂漁 7 遺跡・茂漁 8 遺跡

から 500m ほど離れた，茂漁川左岸の低位段丘と低地部

にまたがって立地する（図 1-6）．当遺跡では，擦文文化

前期後半（「擦文第 2 期前半」）の遺物・遺構のみが検出

されている（恵庭市教育委員会 2016）．当該期の遺構は，

竪穴 1，土坑 2 基，焼土 1 か所が検出されている．原産

地推定は，竪穴から出土し，報告書に掲載されている黒

曜石製石器の全点（1 点）を対象に実施した．

３．黒曜石原産地推定

3-1　原産地推定法

　蛍光 X 線による原産地推定は，物質に X 線（励起 X 線）

を照射したときに，その物質に固有の X 線（蛍光 X 線）

が発生する原理を用いた方法である．蛍光 X 線分析装

置には，「波長分散型」（WDXRF）と「エネルギー分散

型」（EDXRF）があり，後者のエネルギー分散型は，

波長分散型に比べて分解能が低いものの，装置がコンパ

クトで完全な非破壊分析が可能であり，測定に要する時

間が数分と短いという利点がある．近年，EDXRF をよ

りコンパクトにして運搬可能にした可搬型蛍光 X 線分

析 装 置（p-XRF） の 普 及 が め ざ ま し い．p-XRF は

EDXRF のように分析室を真空にすることができない

が，検出器の能力の向上によって，従来の EDXRF と

ほぼ同等の分析結果が得られるようになってきている．

　今回の分析に用いた装置は，明治大学黒耀石研究セン

タ ー が 保 有 す る Innov-X Systems 社 製 DELTA 

Premium DP-4000 である（以下 DELTA）．

　明治大学黒耀石研究センターでは従来から据置型

EDXRF（JSX-3100RII; 日本電子社製）が稼働しており，

この機器によって作成された原産地推定用の判別図を

DELTA でも使用可能にするため，以下の方法を採用し

た．

　1．JSX-3100R Ⅱ 用の原産地判別図作成に用いた黒曜

石原石のうち，17 原産地 32 試料を DELTA でも測定
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して，それぞれの元素強度を得る．2．この元素強度に

もとづいて判別図に用いる 4 つの指標（① Mn × 100/

Fe， ② log （Fe/K）， ③ Rb 分率 =Rb/ （Rb+Sr+Y+Zr） 

× 100，④ Sr 分率 =Sr/（Rb+Sr+Y+Zr） × 100）を計

算する．3．さらにここで得られた 4 つの数値を，一次

回帰式を用いて JSX-3100RII 用の判別図で使用している

4 指標の数値の相当値に変換する．

　DELTA は帝京大学文化財研究所でも保有しており，

この機器で JSX-3100R Ⅱの判別図を共有する方法は，

すでに金井ほか（2021）において紹介されている．また

今回使用した明治大学黒耀石研究センター保有の

DELTA と JSX-3100R Ⅱの判別図共有の方法は，矢島

ほか（2024）において詳しく説明されている．

　今回の分析に用いた DELTA はそれぞれの元素を励

起するために適した複数の分析条件を設定することがで

きる．ここでは重元素用と軽元素用の 2 モードで分析を

行った．測定条件は以下のとおりである．雰囲気：大気，

照射径：φ 10 mm，重元素分析管電圧：40 kV，重元素

分析測定時間 30 秒，軽元素分析管電圧 10 kV，軽元素

分析時間：60 秒．

　なお Mn および Fe 強度は，重元素分析モードと軽元

素分析モードのどちらでも算出できるが，より蛍光 X

線強度の値が大きくなる軽元素分析モードの値を採用し

た．

　指標①・②と指標③・④をそれぞれ X 軸と Y 軸とし

た 2 つの判別図（図 2 ～ 8）上において，原産地黒曜石

の散布域と，プロットされた遺跡出土黒曜石の位置を照

合することによって産地を決定する．

3-2　原産地推定の結果

　分析の結果，下記の推定結果が得られた（表 2；付表；

図 2 ～ 8）．

ユカンボシ E4 遺跡（道埋文）　 白滝産 32 点（赤石山

24 点，十勝石沢川 8 点），赤井川産 18 点，十勝産 15 点（三

表 2　原産地推定の結果

エリア 判別群 記号
ユカンボシ E4

道埋文
ユカンボシ E4

恵庭市
ユカンボシ E9 茂漁 8 茂漁 7 南島松 4 茂漁 1

北海道

名寄 忠烈布川 NYCR 0 0 0 1 0 0 0

白滝
赤石山 STAK 24 3 2 10 3 5 1

十勝石沢川 STTK 8 0 0 0 1 2 0

遠軽 社名淵 EGSB 0 0 0 0 0 0 0

生田原 背谷牛山 ITST 0 0 0 0 0 0 0

ケショマップ 留辺蘂 KMRB 0 0 0 0 0 0 0

置戸
置戸山 ODOD 0 0 0 0 0 0 0

所山 ODTK 1 0 0 0 0 0 0

十勝
三股 TKMM 15 0 1 17 28 1 0

美蔓 TKBM 0 0 1 0 0 0 0

旭川
近文台 1群 AKC1 0 1 0 1 0 6 0

近文台 2群 AKC2 0 0 0 0 3 0 0

赤井川 曲川 AIMK 18 47 51 13 3 53 0

豊浦 豊泉川 TUTI 0 0 0 0 0 0 0

青森

木造 出来島 KZDK 1 0 0 0 0 0 0

深浦 八森山 FUHM 0 0 0 0 0 0 0

西青森 鷹森山 NATM 0 0 0 0 0 0 0

秋田 男鹿 金ヶ崎 OGKS 0 0 0 0 0 0 0

岩手 北上
花泉 1 群 KKH1 0 0 0 0 0 0 0

花泉 2 群 KKH2 0 0 0 0 0 0 0

宮城

宮崎 湯ノ倉 MZYK 0 0 0 0 0 0 0

色麻 東原 SMHB 0 0 0 0 0 0 0

仙台
秋保 1 群 SDA1 0 0 0 0 0 0 0

秋保 2 群 SDA2 0 0 0 0 0 0 0

山形 羽黒
羽黒 1 群 HGG1 0 0 0 0 0 0 0

羽黒 2 群 HGG2 0 0 0 0 0 0 0

新潟 新発田
板山 SBIY 0 0 0 0 0 0 0

上石川 SBKI 0 0 0 0 0 0 0

栃木 高原山 甘湯沢 THAY 0 0 0 0 0 0 0

合計 67 51 55 42 38 67 1

不可 1 0 3 0 2 0 0

総計 68 51 58 42 40 7 1
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股），置戸産 1 点，木造（出来島）産 1 点，不可 1 点と

いう推定結果が得られた（表 2；図 2）．

ユカンボシ E4 遺跡（恵庭市）　 赤井川産 47 点，白滝

産 3 点（赤石山），旭川産 1 点（近文台 1 群）という推

定結果が得られた（表 2；図 3）．

ユカンボシ E9 遺跡　赤井川産 51 点，白滝産 2 点（赤

石山），十勝産 2 点（三股 1 点，美蔓 1 点），不可 3 点と

いう推定結果が得られた 6） （表 2；図 4）．

茂漁 8 遺跡　十勝産 17 点（三股），白滝産 10 点（赤石山）， 

赤井川産 13 点，旭川産 1 点（近文台 1 群） ，名寄産 1

点という推定結果が得られた（表 2；図 5）．

茂漁 7 遺跡　十勝産 28 点（三股），白滝産 4 点（赤石

山 3 点，十勝石沢川 1 点）， 赤井川産 3 点，旭川産 3 点（近

文台 2 群） ，不可 2 点という推定結果が得られた（表 2；

図 6）．

南島松 4 遺跡　赤井川産 53 点，白滝産 7 点（赤石山 5 点，

十勝石沢川 2 点），旭川産 6 点（近文台 1 群） ，十勝産

1 点（三股）という推定結果が得られた 7） （表 2；図 7）．

図 2　ユカンボシ E4 遺跡（道埋文）の黒曜石原産地判別図

図 3　ユカンボシ E4 遺跡（恵庭市）の黒曜石原産地判別図
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茂漁 1 遺跡　白滝産 1 点（赤石山）という推定結果が

得られた（表 2；図 8）．

　なお，これらの諸遺跡から赤井川黒曜石原産地までの

距離は約 65km，旭川黒曜石原産地までの距離は約

120km，十勝黒曜石原産地までの距離は約 140km，名

寄黒曜石原産地までの距離は約 170km，白滝黒曜石原

産地までの距離は約 170km，置戸黒曜石原産地までの

距離は約 170km，出来島黒曜石原産地までの距離は約

250km である 8）．

４．黒曜石の獲得と利用

4-1　黒曜石原産地の構成

　まず，原産地構成について細別時期ごとに確認し，そ

の異同を踏まえ擦文文化成立期の黒曜石原産地構成の特

図 4　ユカンボシ E9 遺跡の黒曜石原産地判別図

図 5　茂漁 8 遺跡の黒曜石原産地判別図
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徴を明らかにする．

前期前半

　前期前半は，いずれも多産地の原産地構成を示す（表

3）．ユカンボシ E4 遺跡（道埋文）は，白滝［主］＋赤

井川・十勝［副］＋置戸・出来島［稀］の 5 つの原産地

から構成され，ユカンボシE4遺跡（恵庭市）は赤井川［主］

＋白滝・旭川［稀］ ，ユカンボシ E9 遺跡は赤井川［主］

＋白滝・十勝［稀］の 3 つの原産地からなる．

　当該期は必ずしも最寄りの大規模原産地である赤井川

産が主体を占めるわけではなく，遺跡ごとに赤井川産・

白滝産・十勝産のいずれかの原産地が中心となる状況が

確認できる．また，大規模原産地であっても置戸産はほ

とんど利用されず，小規模産地の旭川産や，本州の出来

島産と同様に客体的な存在である．

前期後半

　前期後半においても，分析資料が 1 点のみの茂漁 1 遺

跡を除き，いずれも多産地の原産地構成を示す（表 3）．

茂漁 8 遺跡は，十勝［主］＋赤井川・白滝［副］＋旭川・

図 6　茂漁 7 遺跡の黒曜石原産地判別図

図 7　南島松 4 遺跡の黒曜石原産地判別図
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名寄 ［稀］の 5 つの原産地から構成される．茂漁 7 遺跡

は，十勝［主］＋白滝・赤井川・旭川 ［稀］の 4 つの原

産地からなり，南島松 4 遺跡は赤井川［主］＋白滝・旭

川［稀］の 3 つの原産地で構成される．

　当該期も必ずしも最寄りの大規模原産地である赤井川

産が主体を占めるわけではなく，遺跡ごとに赤井川産・

十勝産のいずれかの原産地が中心となる状況が確認でき

る．今回の分析資料の中では，白滝産が第一石材となる

例はみとめられないものの，茂漁 7 遺跡や茂漁 8 遺跡の

ように赤井川産と白滝産が数量的に拮抗する例があり注

意を要する．検討の余地を残すものの，遺跡ごとの主要

原産地のばらつきを踏まえれば，今後の分析事例の蓄積

により白滝産を主体とする遺跡が存在する可能性は十分

想定される．小規模産地の旭川産・名寄産は副次的に利

用されている．

　以上の点をまとめると，擦文文化成立期の石狩低地帯

中部では，副次的な黒曜石の原産地に違いはみとめられ

るものの，赤井川産・白滝産・十勝産のいずれかの原産

地を中心に，置戸産・旭川産・名寄産や本州産の出来島

産が伴う多産地の原産地構成をもつことがわかる．

4-2　石材の獲得：礫面の観察

　次に，礫面の状態を検討する．遺跡を単位に原産地ご

との礫面状況を確認する（表 4）．

前期前半

　ユカンボシ E4 遺跡（道埋文）では，赤井川産は角礫

5 点，角礫または亜角礫 1 点，亜角礫 1 点，円礫 3 点で，

黒曜石産出地付近で獲得された原石を主体に，河川に流

入した原石も利用されていることがわかる．白滝産（赤

石山）は 角礫 2 点，円礫が 5 点であり，河川に流入し

た原石を主体に，黒曜石産出地付近で獲得された原石の

利用が確認された．十勝産は円礫が 8 点であり，河川に

流入した原石が利用されている．出来島産は円礫が 1 点

で，海浜礫ないし海岸段丘中の礫の利用が確認された．

白滝産（十勝石沢川）・置戸産の礫形は不明である．

図 8　茂漁 1 遺跡の黒曜石原産地判別図

表 3　擦文文化成立期の黒曜石原産地構成

遺跡名 時期
分析
点数

赤井川 白滝 十勝 置戸 豊浦 旭川 名寄 出来島 不明

ユカンボシ E4( 道埋文 ) 前期前半 68 18 3232 15 1 1 1

ユカンボシ E4( 恵庭市 ) 前期前半 51 4747 3 1

ユカンボシ E9 前期前半 57 5151 2 1 3

茂漁 8 前期後半 42 13 10 1717 1 1

茂漁 7 前期後半 40 3 4 2828 3 2

南島松 4 前期後半 59 4646 7 6

茂漁 1 前期後半 1 11
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　ユカンボシ E4 遺跡（恵庭市）では，赤井川産は角礫

28 点，角礫または亜角礫 4 点，亜角礫 2 点，亜角礫ま

たは亜円礫 2 点，亜円礫 1 点，亜円礫または円礫 1 点，

円礫 4 点で，黒曜石産出地付近で獲得された原石を主体

に，河川に流入した原石が利用されている．白滝産（赤

石山）は亜角礫または亜円礫 1 点であり，産出地からや

や離れるか，河川に流入した原石が確認された．旭川産

は円礫が 1 点で，河川に流入した原石が利用されている．

　ユカンボシ E9 遺跡では，赤井川産は角礫 24 点，角

礫または亜角礫 1 点，亜角礫 9 点，亜角礫または亜円礫

2 点，亜円礫 2 点，円礫 7 点で，黒曜石産出地付近で獲

得された原石を主体に，河川に流入した原石が利用され

ている．白滝産（赤石山）・十勝産の礫形は不明である．

　以上の点を整理すると，前期前半では，赤井川産と白

滝産は産出地付近と河川流域の 2 か所で獲得されていた

ことがわかる．一方，十勝産・旭川産・出来島産は河川

流域で獲得した原石が利用されている．

前期後半

　茂漁 8 遺跡では，赤井川産は角礫 9 点，角礫または亜

角礫 1 点，円礫 2 点で，黒曜石産出地付近で獲得された

原石を主体に，河川に流入した原石も利用されている．

白滝産（赤石山）は角礫 1 点，円礫が 3 点であり，河川

に流入した原石を主体に，黒曜石産出地付近で獲得され

た原石の利用が確認された．十勝産は円礫が 14 点であ

り，河川に流入した原石が確認された．旭川産・名寄産

ではそれぞれ円礫が 1 点確認され，河川に流入した原石

が利用されている．

　茂漁 7 遺跡では，赤井川産は角礫 1 点，円礫 2 点で，

黒曜石産出地付近で獲得された原石と，河川に流入した

原石が利用されている．白滝産（赤石山）は角礫 1 点，

円礫が 1 点であり，黒曜石産出地付近で獲得された原石

と，河川に流入した原石が確認された．十勝産は円礫が

17 点であり，河川に流入した原石が確認された 9）．旭

川産は円礫が 1 点確認され，河川に流入した原石が利用

されている．

　南島松 4 遺跡では，赤井川産は角礫 26 点，角礫また

は亜角礫 2 点，亜角礫 6 点，亜角礫または亜円礫 3 点，

円礫 1 点で，黒曜石産出地付近で獲得された原石を主体

に，河川に流入した原石も利用されている．白滝産（赤

石山）は角礫 4 点，円礫 1 点であり，黒曜石産出地付近

で獲得された原石を主体に，河川に流入した原石の利用

が確認された．旭川産は円礫が 4 点確認され，河川に流

入した原石が利用されている．白滝産（十勝石沢川）の

礫形は不明である．

　以上の点を整理すると，前期後半では，赤井川産と白

滝産は産出地付近と河川流域の 2 か所で原石が獲得され

ていたことがわかる．一方，十勝産・旭川産・名寄産は

河川流域で獲得した原石が利用されている．

　細別時期ごとに礫面の状況を遺跡・産地ごとにみてき

た．ここでそれらの内容を整理すると，両時期では，赤

井川産と白滝産（赤石山）については産出地付近の原石

と河川に流入した原石が利用され，その他の産地の黒曜

石（十勝・旭川・名寄・出来島）については河川に流入

した原石に限定して利用されたことがわかった．

4-3　石器の製作

　それでは，様々な原産地や採取地で得られた原石はど

のように利用されているのだろうか．ここで器種と原産

地との関係性を確認する（表 5 ～ 11）．

前期前半

　ユカンボシ E4 遺跡（道埋文）では，赤井川産は搔器

表 4　擦文文化成立期の原産地推定資料の礫面残存状況および礫形

遺跡
赤井川 白滝 十勝 置戸 旭川

名寄 出来島 不可 計
曲川 赤石山 十勝石沢川 三股 美蔓 所山 旭川 1 旭川 2

ユカンボシ E4 
( 道埋文 )

18 
角 5, 角 or 亜角 1, 亜角 1角 5, 角 or 亜角 1, 亜角 1, 円 3, 礫無 8

24 
角 2角 2，円 5, 礫無 17

8 
礫無 8

15 
円 8, 礫無 7

1 
礫無 1

1 
円 1

1 
礫無 1

68

ユカンボシ E4 
( 恵庭市 )

47 
角 28, 角 or 亜角 4, 亜角 2角 28, 角 or 亜角 4, 亜角 2, 

亜角 or 亜円 2, 亜円 1, 亜円 or 円 1, 円 4, 礫無 5

3 
亜角 or 亜円 1, 礫無 2

1 
円 1

51

ユカンボシ E9
51 

角 24, 角 or 亜角 1, 亜角 9角 24, 角 or 亜角 1, 亜角 9, 
亜角 or 亜円 2，亜円 2, 円 7, 礫無 6

2 
礫無 2

1 
礫無 1

3 
角 1，亜角 1, 礫無 1

57

茂漁 8
13 

角 9, 角 or 亜角 1角 9, 角 or 亜角 1, 円 2, 礫無 1
10 

角 1角 1, 円 3, 礫無 6
17 

円 14, 礫無 3
1 

円 1
1 

円 1
42

茂漁 7
3 

角 1角 1, 円 2
3 

角 1角 1, 円 1, 礫無 1
1 

礫無 1
28 

角 ?1, 円 17, 礫無 10
3 

円 1, 礫無 2
2 

円 2
40

南島松 4
46 

角 26, 角 or 亜角 2角 26, 角 or 亜角 2, 亜角 6, 
亜角 or 亜円 3, 円 1, 礫無 7

5 
角 4角 4, 円 1

2 
礫無 2

6 
円 4, 礫無 2

59

茂漁 1
1 

礫無 1
1
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11 点，R.Fl2 点，剝片 2 点，石核 2 点，接合資料 1 個体．

白滝産のうち，赤石山は搔器 20 点，R.Fl1 点，U.Fl1 点，

抉入石器 1 点，剝片 1 点で，十勝石沢川は搔器 6 点，R.Fl1

点，U.Fl1 点．十勝産（三股）は，搔器 11 点，R.Fl1 点，

U.Fl1 点，剝片 1 点，接合資料 1 個体．置戸産と出来島

産はそれぞれ搔器 1 点である（表 5）．

　ユカンボシ E4 遺跡（恵庭市）では，赤井川産は搔器

47 点，白滝産（赤石山）は搔器 3 点，旭川産は搔器 1

点であった（表 6）．

　ユカンボシ E9 遺跡では，赤井川産は搔器 21 点，R.

Fl2 点，剝片 10 点，石核 7 点，石核の可能性があるも

の 1 点，両極石核 1 点，接合資料 5 個体．白滝産（赤石

山）は搔器 1 点，剝片 1 点．十勝産（美蔓）は，搔器 1

点である（表 7）．

　以上の点から，前期前半では，多数の原産地の黒曜石

製石器がみとめられるものの，いずれも搔器を主に製作

していることが確認できる．

前期後半

　茂漁 8 遺跡では，赤井川産は搔器 10 点，石核 2 点，両

極石核 1 点．白滝産（赤石山）は搔器 9 点，両極石核 1 点．

十勝産（三股）は，搔器 9 点，石核 7 点，両極石核 1 点．

旭川産と出名寄産はそれぞれ搔器 1 点である（表 8）．

　茂漁 7 遺跡では，赤井川産は搔器 1 点，石核 2 点．白

滝産のうち，赤石山は搔器 2 点，石核 1 点で，十勝石沢

川は搔器 1 点．十勝産（三股）は，搔器 21 点，SC（削器 ?）

1 点，剝片 2 点，石核 4 点．旭川産は搔器 3 点である（表

9）．

　南島松 4 遺跡では，赤井川産は搔器 23 点，R.Fl1 点，

剝片 8 点，石核 1 点，両極石核 6 点，接合資料 7 個体．

白滝産のうち，赤石山は搔器 1 点，接合資料 4 個体，十

勝石沢川は剝片 2 点．旭川産は剝片 3 点，接合資料 3 個

体である（表 10）．

　茂漁 1 遺跡は，分析資料は 1 点のみであるが，白滝産

（赤石山）の搔器が確認されている（表 11）．

　以上の点から，前期後半においても，多数の原産地の

黒曜石製石器がみとめられるものの，いずれも搔器を主

に製作していることが確認できる．

　細別時期ごとに器種と石材原産地の関係をみてきた．

ここでそれらの内容を整理すると，擦文文化成立期にお

いては，最寄りの赤井川黒曜石原産地（遺跡から 65km

の距離）と最も遠方の出来島黒曜石原産地（遺跡から

250km）では石材の運搬距離に大きな開きがあるものの，

どの原産地の黒曜石においても搔器が主に製作されてい

ることがわかった．

５．�擦文文化成立期における黒曜石利用と歴
史的意義の予察

　以上みてきたように，本論では石狩低地帯中部に位置

する擦文文化成立期の諸遺跡を対象に検討を行った．検

討の結果を以下に簡潔にまとめる．

　（1�）赤井川産・白滝産・十勝産のいずれかの原産地を

表 5　ユカンボシ E4 遺跡（道埋文）の原産地推定資料の器種

器種
赤井川 白滝 十勝 置戸 旭川

名寄 出来島 不可 計
曲川 赤石山 十勝石沢川 三股 美蔓 所山 旭川 1 旭川 2

搔器 11 20 6 11 1 1 1 51

R.Fl 2 1 1 1 5

U.Fl 1 1 1 3

抉入石器 1 1

剝片 2 1 1 4

石核 2 2

接合資料 1 1 2

計 18 24 8 15 1 1 1 68

表 6　ユカンボシ E4 遺跡（恵庭市）の原産地推定資料の器種

器種
赤井川 白滝 十勝 置戸 旭川

名寄 出来島 不可 計
曲川 赤石山 十勝石沢川 三股 美蔓 所山 旭川 1 旭川 2

搔器 47 3 1 51

計 47 3 1 51
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中心に，置戸産・旭川産・名寄産や本州産の出来島

産が伴うような多産地の原産地構成をもつ．

　（2�）赤井川産と白滝産（赤石山）については産出地付

近の原石と河川に流入した原石が利用され，その他

の産地の黒曜石（十勝・旭川・名寄・出来島）につ

いては河川に流入した原石のみが利用される．

　（3�）最寄りの赤井川黒曜石原産地（遺跡から 65km の

距離）と最も遠方の出来島黒曜石原産地（遺跡から

250km）では石材の運搬距離に大きな開きがあるも

のの，どの原産地の黒曜石においても搔器が主に製

作されている．

　端的にまとめるならば，擦文文化成立期では様々な原

産地および採取地の黒曜石が利用されているものの，搔

器という共通する器種を製作していることがわかる．こ

のような擦文文化成立期における黒曜石利用が示す歴史

的意義について，先行研究を参照しつつ擦文文化の社会

的動向と関連づけて検討してみたい．

　擦文文化は前期・中期・後期の 3 時期に区分されるこ

とが一般的で，時期ごとに分布や文化的特徴の変化が認

められる．

　先行研究を参照すると（澤井 2007，2023），前期は，

擦文文化の成立期であり，道央部と道南部を中心に遺跡

が分布する．中でも，石狩低地帯とその周辺に竪穴が特

に集中してみとめられる．

　つづく中期は，同文化の拡大期にあたる．遺跡は継続

的に石狩低地帯周辺に集中する一方で，石狩川をさかの

ぼった内陸部や，道北日本海沿岸に分布が拡大する．中

期後半には，道北日本海沿岸に竪穴が急増する．

　そして後期は，同文化の展開期で，竪穴が残される地

域が一気に拡大する．中期に日本海を北上した分布域は，

道北の天塩川流域，オホーツク海沿岸一帯に広がり，釧

路・十勝地方にも拡大する．

　このように，擦文文化期には，中期を境に石狩低地帯

から道北日本海沿岸・オホーツク海沿岸・道東太平洋岸

へと遺跡の分布域の拡大と竪穴の時計回りの増加を読み

とることができる（澤井 2007）．

　以上の先行研究の成果を踏まえるならば，本研究が対

象とした前期は擦文文化の成立期にあたり，その分布域

は最も狭く，石狩低地帯に集中域は限られることがわか

る．このことを念頭に，改めて擦文文化成立期の黒曜石

表 8　茂漁 8 遺跡の原産地推定資料の器種

器種
赤井川 白滝 十勝 置戸 旭川

名寄 出来島 不可 計
曲川 赤石山 十勝石沢川 三股 美蔓 所山 旭川 1 旭川 2

搔器 10 9 9 1 1 30

石核 2 7 9

両極石核 1 1 1 3

計 13 10 17 1 1 42

表 9　茂漁 7 遺跡の原産地推定資料の器種

器種
赤井川 白滝 十勝 置戸 旭川

名寄 出来島 不可 計
曲川 赤石山 十勝石沢川 三股 美蔓 所山 旭川 1 旭川 2

搔器 1 2 1 21 3 1 29

SC 1 1

剝片 2 2

石核 2 1 4 1 8

計 3 3 1 28 3 2 40

表 7　ユカンボシ E9 遺跡の原産地推定資料の器種

器種
赤井川 白滝 十勝 置戸 旭川

名寄 出来島 不可 計
曲川 赤石山 十勝石沢川 三股 美蔓 所山 旭川 1 旭川 2

搔器 21 1 1 2 25

R.Fl 2 2

剝片 10 1 1 12

石核 7 7

石核 ? 1 1

両極石核 5 5

接合資料 5 5

計 51 2 1 3 57
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原産地構成と黒曜石製石器の礫面の分析結果をふり返る

（表 3・4）．

　当該期に主に利用される産地は赤井川・白滝・十勝で，

副次的な産地は置戸・旭川・名寄・出来島であった．利

用産地と擦文文化の分布域を重ねあわせる（図 9）と，

主要産地のうち赤井川は主要分布域 10）内に，十勝は分

布域内に含まれるのに対して，主要産地のひとつである

白滝と副次的な産地である置戸・旭川・名寄・出来島は

擦文文化の分布域外に位置することが確認できる．主要

分布域および分布域に位置する赤井川と十勝について

は，石狩低地帯中部の擦文集団が直接獲得したか，他地

域の集団からの間接入手かは別として，擦文文化内での

石材の入手と消費が想定できる 11）．

　一方，主要産地のひとつである白滝と副次的な産地で

ある置戸・旭川・名寄・出来島といった，擦文文化の分

布域外に位置する原産地の石材はどのように入手された

のであろうか．ここで注意すべき点として，オホーツク

文化の存在があげられる．オホーツク文化は，5 ～ 13

世紀にオホーツク海南岸一帯（サハリン南部，北海道北

部・東部，千島列島）に展開し（天野 2003），その存続

期間は擦文文化と一部重なり，北海道内で主要な分布域

を違えて併存していた（表 1；図 9）．上述の点を踏まえ

るならば，オホーツク文化の主要な分布域に流下する白

滝産（湧別川）と置戸産（常呂川）の黒曜石については，

擦文文化の集団がオホーツク文化の集団から入手した可

能性も想定されることになる．

　ここで，オホーツク文化の黒曜石原産地構成（平河内

ほか 2020；大塚ほか 2023）を確認すると，刻文期（オホー

ツク文化中期）は白滝［主］＋置戸［客］＋十勝・ケショ

マップ・生田原［稀］，貼付文期（同後期）は白滝［主］

＋置戸［客］であった．刻文期と貼付文期ともに，白滝

産と置戸産がオホーツク文化において利用されており，

茂漁 8 遺跡における刻文式の模倣土器や柏木川 4 遺跡に

おける貼付文期の土器破片の存在 12）（中田 2022）も踏

まえれば，擦文集団がそれらの黒曜石をオホーツク集団

から入手したことも考えられる．

　しかし，オホーツク文化の刻文期と貼付文期では，白

滝産はいずれも河川流域で獲得可能な円礫のみが利用さ

れており（大西 1996；大塚ほか 2023），擦文集団のよう

に産出地付近で入手可能な角礫は利用されていない．置

戸産については刻文期では角礫・円礫ともに利用されて

いるが，白滝黒曜石原産地よりも置戸黒曜石原産地に近

い斜里町内の遺跡であっても白滝産が主体を占める（大

塚ほか 2023）ことを踏まえれば，やはり擦文集団が白

滝産と置戸産黒曜石をオホーツク集団から入手した可能

性は極めて低く，擦文集団がそれらの原石を直接入手し

たことが考えられる．同様に名寄産黒曜石もオホーツク

集団の利用事例はないため，擦文集団による獲得が想定

される．

　対して，唯一の本州産である出来島産黒曜石はどうで

あろうか．東北地方北部の黒曜石原産地推定の集成結果

（大塚 2020）を参照すると，八戸市の丹後平古墳群では

赤井川産，根城跡では赤井川産・出来島産・北上産の黒

曜石の利用が確認されている．いずれの遺跡も擦文土器

表 10　南島松 4 遺跡の原産地推定資料の器種

器種
赤井川 白滝 十勝 置戸 旭川

名寄 出来島 不可 計
曲川 赤石山 十勝石沢川 三股 美蔓 所山 旭川 1 旭川 2

搔器 23 1 24

R.Fl 1 1

剝片 8 2 3 13

石核 1 1

両極石核 6 6

接合資料 7 4 3 14

計 46 5 2 6 59

表 11　茂漁 1 遺跡の原産地推定資料の器種

器種
赤井川 白滝 十勝 置戸 旭川

名寄 出来島 不可 計
曲川 赤石山 十勝石沢川 三股 美蔓 所山 旭川 1 旭川 2

搔器 1 1

計 1 1
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はみとめられず，在地の土師器に伴って黒曜石が出土し

ている．特に前者の丹後平古墳群は，当地の末期古墳と

して著名であるが，赤井川産黒曜石は蕨手刀・直刀・轡・

鞘尻金具とともに出土していることや，また本遺跡では

ほかに和同開珎や律令制の下級役人の身分を示す銙帯金

具などの律令社会を特徴づける資料（菊地 2022）も出

土していることは注目される．大塚（2020）では，当該

期の黒曜石の流通について，北海道から東北地方北部へ

の一方向的な動きを想定していた．しかし，本研究によ

り擦文文化の主要分布域である石狩低地帯において出来

島産黒曜石が確認されたことで，石狩低地帯出土の出来

島産黒曜石および八戸出土の赤井川産黒曜石製石器が直

接入手か間接入手かは検討の余地を残すものの，擦文集

団と東北地方（太平洋側）の土師器製作集団との双方向

のやりとりがあったことを読みとることができる．この

ような黒曜石にみとめられる双方向的な動きは，擦文文

化前期の石狩低地帯において，蕨手刀や東北地方北部由

来の方頭大刀が特徴的にみとめられること（八木 2010）

や，先行する続縄文文化後期に比べ本州産の鉄製品の出

土量が急増すること（笹田 2013）とも整合する．

　以上にみてきたように，擦文文化成立期では，産地の

区別なく搔器を製作するという共通した利用法をとるの

にもかかわらず，主要分布域を大きく越えた多方面の産

地の黒曜石を入手していたことを確認できた．それでは，

当該期にみとめられる広域な石材の獲得・流通は擦文文

化の動向の中でどのような歴史的意義をもつのだろう

か．

　先述したように，擦文文化期では，中期を境にその成

立地である石狩低地帯から道北日本海沿岸・オホーツク

海沿岸・道東太平洋岸へと分布域の拡大がみとめられて

いた．すなわち，本研究の成果は，擦文文化中期以降の

分布域の拡大に先立ち，主要分布域を大きく越えた多方

面の産地の黒曜石の獲得が行われていたことを意味す

る．さらに重要なことは，成立期に獲得されていた主要

分布域外の原産地は，石狩川をさかのぼった内陸の旭川，

道北の名寄，道東の白滝・置戸という，中期以降に擦文

文化がひろがる地域の原産地を網羅するだけではなく，

角礫の存在が示すように，黒曜石原産地が位置する山を

わけいるような未知の地に対する資源の網羅的な探索行

為があったことを示していることである 13）．つまり，

上述した点を総合的に捉えるならば，本研究で明らかに

した成立期の主要分布域を越えた多方面・多産地の黒曜

石の利用から読みとることができる網羅的な探索行為こ

そが，中期以降の同文化の広域拡散の受け皿となり，擦

図 9　擦文文化成立期における黒曜石利用と地域間関係（榊田 2016 および澤井 2007 に加筆して作成）
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文文化が道内全域におよぶ広域文化を形成する歴史的な

役割を担った可能性を示唆しているのである．

　本研究では，擦文文化成立期の石狩低地帯中部におけ

る黒曜石製石器の検討により，当該期の黒曜石の利用を

明らかにし，その成果と中期以降の擦文文化の広域拡散

との関係を予察した．今後は，黒曜石原産地推定結果と

石器製作工程の進行程度・運搬痕跡などの追究を行うこ

とで，産地ごとの黒曜石の入手および流通の仕組みを明

らかにするとともに，石材資源の流入の有無や強弱とい

う観点から，擦文文化の成立と展開について理解を深め

ていきたい．
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註
1）北海道では，縄文時代以降，本州以南とは異なる考古学

的文化が展開しており，その文化名称および時代区分に
ついての議論が活発化している（簑島 2022；高瀬 2023）．
今後，多分野での総合的な検討が進められていく必要が
あるが，本論では一般的な呼称法である続縄文文化期，
オホーツク文化期，擦文文化期，アイヌ文化期という用
語（北海道考古学会 2024）を便宜的に用いる．

2）大塚は，安蒜（2003）が示した「黒耀石考古学」の視点
から，人類史の再構成を目的として調査研究を進めてい
るため用語として「黒耀石」を用いているが，掲載紙の
編集方針に従い本論では「黒曜石」に表記を統一する．

3）石狩低地帯は，北海道中央部に位置し，「岩見沢付近から
石狩川河口にかけての低地ならびに苫小牧に達する低地」
である（平川ほか 2003）．同低地帯の南部で標高 24m ほ
どの極めて低い中央分水嶺が横切るのが大きな特徴で，
分水嶺の北部域は日本海側にそそぐ石狩川水系であり，
野幌丘陵を境に石狩低地，長沼低地に分かれ，南部域は
太平洋側にそそぐ安平川水系で勇払低地と称される（直
江 2022） ．本稿では，分水嶺の南部域の勇払低地周辺を「石
狩低地帯南部」とし，北部域については便宜的に細分し，
より北側に位置する石狩低地周辺を同「北部」，その南方

に位置する長沼低地周辺を同「中部」と呼称する．本論
の主な研究対象となる恵庭市域は石狩低地帯中部に該当
する．

4）	 鈴木（2014b）は，原産地推定結果と石器礫面の状況を合
わせて検討することで，石材の採取地についても議論し
ている．十勝産（上士幌産）と白滝産は円礫であり，特
に十勝産は小形であることから十勝川中・下流域で採取
された可能性が指摘されている．赤井川産は角礫が赤井
川黒曜石原産地周辺で，円礫が余市川流域で採取された
可能性が指摘されている．礫面状態は採取地を絞り込む
要素となるため，石材の獲得・消費を考察する上で重要
な検討項目といえる．

5）茂漁 1 遺跡を除く個々の遺跡では，石器製作に伴う残滓
が出土しているが，報告書中では石器組成が示されてい
ないため，本論では詳細がわかる図版掲載資料に分析対
象を限定した．

6）内，石鏃 1 点（分析番号 1）は，その形態的な特徴や水和
層の発達度合いから，続縄文文化期に帰属すると考えら
れるため，以後の分析対象から除いた．

7）内，1 号住居出土資料（分析番号 1 ～ 5）は，形態的な特
徴や共伴遺物から，続縄文文化期に帰属すると考えられ
る．また，包含層出土の石鏃 1 点（分析番号 11），尖頭器
2 点（分析番号 12・13）は形態的な特徴や水和層の発達
度合いから，縄文時代の資料に帰属すると考えられる．
上述の資料については，以後の分析対象から除いた．

8）北海道内で出来島産黒曜石と判別された資料は，福島町
館崎遺跡（遺物材料研究所 2017），北斗市館野 6 遺跡（遺
物材料研究所 2013），函館市石倉貝塚（藁科 1996）といっ
た津軽海峡に面する地域で確認されており，いずれも縄
文時代に帰属する．出来島黒曜石原産地から上述の諸遺
跡までの距離は 70 ～ 115km である．本研究により出来
島産黒曜石が確認されたユカンボシ E4 遺跡は，原産地か
ら約 250km も離れており，縄文時代の諸事例より倍以上
離れた場所で検出されたことを示す．そのため，測定を
何度も繰り返して推定結果を検証している．また，出来
島産と判別された資料は，同遺跡の他の分析資料と同様
に，水和層が発達せず新鮮な剝離面であり，かつ石器の
形態的特徴も共通するため，擦文文化成立期に帰属する
ものと判断した．

9）節理面のような平坦面をもつ資料が 1 点みとめられる．
10）図 9 で示される竪穴が密集するエリア（前期前半および

同後半の石狩低地帯と余市付近）を主要分布域，土器な
どが確認されているエリアを分布域と便宜的に呼称する．

11）前期後半では，旭川も分布域に含まれる．
12）オホーツク文化と続縄文文化・擦文文化との併行関係は，

オホーツク文化の刻文期は北大 2 式～北大 3 式 1 類に，
沈線文期後半～貼付文前半が擦文文化の前期前半（北大
式 3 類 2 式）に，貼付文期後半 1 段階と擦文前期後半が
対応する（表 1）．ただし，擦文文化期全般にわたって石
狩低地帯におけるオホーツク集団の痕跡は非常に希薄で
ある（中田 2022）こともあわせて注意する必要がある．

13）擦文文化の道北・道東への拡散の背景として，本州産の
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鉄器類・穀物類に対する各種交易品の獲得が指摘されて
いる（澤井 2008 など）．文献の検討から，当該期の交易
品には，矢羽根に使用されるオオワシ・オジロワシなど
の鷲羽や，奢侈品・装束・馬具に用いられるヒグマ・エ
ゾクロテン・アザラシなどの獣皮類が想定されている．
特に，前者の鷲羽は道東が主要な産地であることから，
当該期の探索対象となる資源には上述の交易品が含まれ
ていた可能性が高い．
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付表　擦文文化成立期における恵庭市域出土の黒曜石製遺物の原産地推定結果と観察結果

遺跡名 遺構
Ｘ線

分析№
報文番号 器種 推定産地 礫面 備考 遺跡名 遺構

Ｘ線
分析№

報文番号 器種 推定産地 礫面 備考

ユカンボシE9 包含層 1 図66-1 石鏃 TKMM なし 続縄文。水和層やや発達 56 図68-61 接合資料 AIMK 角礫

2 図66-3 搔器 AIMK 亜角礫or亜円礫 57 図68-62 接合資料 AIMK 亜角礫

3 図66-4 搔器 AIMK 角礫 58 図68-63 接合資料 AIMK 亜角礫

4 図66-5 搔器 AIMK 剝離面状 ユカンボシE4 1 表Ⅵ-2-1 剝片 TKMM なし

5 図66-6 搔器 AIMK 亜角礫 道埋文 2 表Ⅵ-2-2 剝片 STAK なし

6 図66-7 搔器 AIMK 角礫・亜角礫 3 表Ⅵ-2-3 剝片 AIMK なし

7 図66-8 搔器 AIMK 角礫 4 表Ⅵ-3-1 R.Fl STAK なし

8 図66-10 搔器 AIMK 角礫 5 表Ⅵ-3-2 搔器 STAK 円礫

9 図66-11 搔器 AIMK 円礫 6 表Ⅵ-3-3 搔器 TKMM なし

10 図66-12 搔器 AIMK 角礫 7 表Ⅵ-3-4 搔器 TKMM 円礫

11 図66-13 搔器 AIMK 亜円礫 8 表Ⅵ-3-5 搔器 STAK 剝離面状 礫面は摩滅・衝突あり

12 図66-14 搔器 AIMK 角礫 9 表Ⅵ-3-6 搔器 STAK 円礫

13 図66-15 搔器 AIMK 円礫 両極石核素材 10 表Ⅵ-3-7 搔器 AIMK なし

14 図66-16 搔器 不可 亜角礫 11 表Ⅵ-3-8 搔器 STTK なし

15 図66-17 搔器 AIMK 発泡礫面 12 表Ⅵ-3-9 搔器 STAK 円礫

16 図66-18 搔器 STAK なし 13 表Ⅵ-3-10 搔器 STAK なし

17 図66-19 搔器 AIMK なし 二次加工→両極→廃棄 14 表Ⅵ-3-11 搔器 STAK なし

18 図66-20 搔器 AIMK 角礫 15 表Ⅵ-3-12 搔器 STAK 円礫 石核素材

19 図66-21 搔器 AIMK 円礫 16 表Ⅵ-3-13 搔器 AIMK 角礫or亜角礫 礫面、若干衝突痕あり

20 図66-22 搔器 AIMK なし 17 表Ⅵ-3-14 搔器 STAK 円礫

21 図66-23 搔器 AIMK 角礫 18 表Ⅵ-3-15 搔器 TKMM なし

22 図66-24 両極石核 AIMK 角礫 19 表Ⅵ-3-16 搔器 STAK なし

23 図66-25 両極剝片 不可 なし 20 表Ⅵ-3-17 搔器 STAK なし

24 図66-26 搔器 AIMK 円礫 21 表Ⅵ-3-18 搔器 STAK なし

25 図66-27 搔器 不可 剝離面状 22 表Ⅵ-3-19 搔器 不可 なし

26 図66-28 搔器 AIMK 円礫 23 表Ⅵ-3-20 搔器 STTK なし

27 図66-29 搔器 TKBM なし 24 表Ⅵ-3-21 搔器 ODTK なし

28 図66-30 搔器 AIMK 亜円礫(発泡) 25 表Ⅵ-3-22 搔器 STAK 角礫 風化?時期異なる?

29 図66-31 R.Fl AIMK 角礫 26 表Ⅵ-3-23 搔器 AIMK 円礫

30 図66-32 両極石核 AIMK なし 27 表Ⅵ-3-24 搔器 TKMM なし

31 図66-33 剝片 AIMK 角礫(発泡) 28 表Ⅵ-3-25 搔器 STAK なし 石核素材

32 図66-34 剝片 AIMK 角礫 29 表Ⅵ-3-26 搔器 TKMM 円礫

33 図66-35 剝片 STAK なし 30 表Ⅵ-3-27 搔器 STAK なし

34 図67-36 剝片 AIMK 角礫 31 表Ⅵ-3-28 搔器 TKMM なし

35 図67-38 剝片 AIMK 角礫 32 表Ⅵ-3-29 搔器 STTK なし

36 図67-39 剝片 AIMK 角礫 33 表Ⅵ-3-30 搔器 STAK なし

37 図67-40 R.Fl AIMK 剝離面状 表Ⅵ-3-31 分析No.68に含まれる

38 図67-42 剝片 AIMK なし 34 表Ⅵ-3-32 搔器 TKMM 円礫

39 図67-43 剝片 AIMK 剝離面状 表Ⅵ-3-33 分析No.68に含まれる

40 図67-44 剝片 AIMK 亜角礫 35 表Ⅵ-3-34 剝片 AIMK なし

41 図67-45 石核? AIMK なし 36 表Ⅵ-3-35 R.Fl AIMK 角礫

42 図67-46 剝片 AIMK 剝離面状 37 表Ⅵ-3-36 R.Fl TKMM なし

43 図67-47 両極石核 AIMK 剝離面状 38 表Ⅵ-3-37 搔器 TKMM 円礫

44 図67-48 剝片 AIMK 円礫 39 表Ⅵ-3-38 R.Fl STTK なし

45 図67-49 両極石核 AIMK 円礫 40 表Ⅵ-3-39 搔器 TKMM 円礫

46 図67-50 石核 AIMK 亜角礫 41 表Ⅵ-3-40 搔器 STAK なし

47 図67-51 両極石核 AIMK 角礫 42 表Ⅵ-3-41 R.Fl AIMK なし

48 図67-52 石核 AIMK なし 43 表Ⅵ-3-42 搔器 AIMK 剝離面状

49 図67-54 石核 AIMK 角礫 44 表Ⅵ-3-43 搔器 AIMK 角礫

50 図67-55 石核 AIMK 亜角礫 45 表Ⅵ-3-44 搔器 KZDK 円礫

51 図67-56 石核 AIMK 亜角礫 46 表Ⅵ-3-45 搔器 TKMM 円礫 両極素材

52 図67-57 石核 AIMK 亜角礫 47 表Ⅵ-3-46 搔器 STAK なし

53 図67-58 石核 AIMK 亜角礫 48 表Ⅵ-3-47 搔器 AIMK なし

54 図68-59 接合資料 AIMK 角礫 49 表Ⅵ-3-48 搔器 STTK なし

55 図68-60 接合資料 AIMK 亜角礫 50 表Ⅵ-3-49 搔器 STAK なし
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51 表Ⅵ-3-50 搔器 STAK なし 38 図71-38 搔器 AIMK 角礫

52 表Ⅵ-3-51 搔器 STAK なし 39 図71-39 搔器 STAK なし

53 表Ⅵ-3-52 搔器 STTK なし 40 図71-40 搔器 AIMK なし

54 表Ⅵ-3-53 搔器 STTK なし 41 図71-41 搔器 STAK 亜角礫or亜円礫

55 表Ⅵ-3-54 搔器 AIMK 円礫 42 図71-42 搔器 AIMK 角礫 石核素材

56 表Ⅵ-3-55 搔器 TKMM 円礫 43 図71-43 搔器 AIMK 角礫 両極素材?

57 表Ⅵ-3-56 搔器 AIMK なし 44 図71-44 搔器 AIMK 角礫 石核素材

58 表Ⅵ-4-1 搔器 AIMK なし 報文ではR.Fl 45 図71-45 搔器 STAK なし

59 表Ⅵ-4-2 搔器 AIMK 角礫 報文ではR.Fl 46 図71-46 搔器 AIMK 角礫

60 表Ⅵ-4-3 搔器 AIMK なし 風化弱、報文ではR.Fl 47 図71-47 搔器 AIMK 角礫

61 表Ⅵ-5-1 U.Fl TKMM なし 48 図71-48 搔器 AIMK 円礫

62 表Ⅵ-5-2 U.Fl STTK なし 両極剝片 49 図71-49 搔器 AIMK 角礫

63 表Ⅵ-5-3 U.Fl STAK なし 50 図71-50 搔器 AIMK 角礫

64 表Ⅵ-6-1 抉入石器 STAK なし 報文では異形石器 51 図71-51 搔器 AIMK 角礫 石核素材

65 表Ⅵ-7-1 接合資料 AIMK 円礫 原石サイズ小形 茂漁7 H-3 1 H-3-3 搔器 AKC2 なし

66 表Ⅵ-7-2 石核 AIMK 亜角礫 2 H-3-4 搔器 TKMM なし

67 表Ⅵ-7-3 石核 AIMK 角礫 剝片素材 3 H-3-5 搔器 STAK 角礫

68 図Ⅷ-1 接合資料 TKMM 円礫 搔器の分割資料 4 H-3-7 搔器 AIMK 円礫 石核素材

ユカンボシE4 包含層 1 図70-1 搔器 AIMK 角礫 H-4 5 H-4-1 搔器 TKMM 円礫

恵庭市調査 2 図70-2 搔器 AIMK 角礫 6 H-4-2 搔器 TKMM 円礫

3 図70-3 搔器 AIMK 発泡礫面 7 H-4-3 搔器 TKMM 円礫 石核素材

4 図70-4 搔器 AIMK なし 8 H-4-4 搔器 TKMM なし

5 図70-5 搔器 AIMK 円礫 両極素材 9 H-4-5 石核 AIMK 円礫

6 図70-6 搔器 AIMK 亜角礫or亜円礫 10 H-4-6 搔器 TKMM 円礫 石核素材

7 図70-7 搔器 AIMK 亜円礫 11 H-4-7 搔器 TKMM 円礫 石核素材

8 図70-8 搔器 AIMK 角礫 両極素材 12 H-4-8 剝片 TKMM 円礫
搔器を縦割
り?

9 図70-9 搔器 AIMK 亜角礫or角礫 H-5 13 H-5-1 搔器 TKMM 円礫

10 図70-10 搔器 AIMK なし 14 H-5-2 搔器 TKMM 円礫

11 図70-11 搔器 AIMK 角礫 15 H-5-3 石核 TKMM なし 剝片素材

12 図70-12 搔器 AIMK 角礫 16 H-5-6 石核 TKMM なし

13 図70-20 搔器 AKC1 円礫 H-6 17 H-6-1 搔器 TKMM 円礫

14 図70-14 搔器 AIMK 角礫or亜角礫 包含層 18 図35-1 剝片 TKMM 円礫

15 図70-15 搔器 AIMK 角礫 19 図35-2 搔器 TKMM 円礫

16 図70-16 搔器 AIMK 角礫 20 図35-3 搔器 AKC2 円礫 分割素材

17 図70-17 搔器 AIMK なし 21 図35-4 搔器 TKMM 円礫

18 図70-18 搔器 AIMK 円礫 22 図35-5 搔器 TKMM 円礫

19 図70-19 搔器 AIMK 角礫 23 図35-6 搔器 AKC2 なし

20 図70-13 搔器 AIMK 円礫 24 図35-7 搔器 TKMM 節理面

21 図70-21 搔器 AIMK 角礫 25 図35-8 搔器 不可 円礫

22 図70-22 搔器 AIMK 角礫 26 図35-9 搔器 TKMM なし

23 図70-23 搔器 AIMK 角礫 両極素材 27 図35-10 搔器 TKMM なし

24 図70-24 搔器 AIMK 角礫or亜角礫 石核素材 28 図35-11 搔器 TKMM 衝突痕あり

25 図70-25 搔器 AIMK なし 29 図35-12 搔器 STTK なし

26 図70-26 搔器 AIMK 角礫or亜角礫 30 図35-13 搔器 STAK なし

27 図70-27 搔器 AIMK 角礫 31 図35-14 搔器 TKMM なし

28 図70-28 搔器 AIMK 角礫 32 図35-15 搔器 TKMM なし

29 図70-29 搔器 AIMK 亜角礫 33 図35-16 Sc TKMM 円礫

30 図70-30 搔器 AIMK 亜角礫 34 図35-17 石核 STAK 円礫

31 図70-31 搔器 AIMK 亜円礫or円礫 35 図35-18 搔器 TKMM なし

32 図70-32 搔器 AIMK 角礫 36 図35-19 搔器 TKMM なし 石核素材

33 図70-33 搔器 AIMK 角礫 37 図36-20 石核 不可 円礫

34 図70-34 搔器 AIMK 角礫 38 図36-21 石核 TKMM 円礫 サイコロ状

35 図70-35 搔器 AIMK 角礫 39 図36-22 石核 AIMK 角礫

36 図71-36 搔器 AIMK 角礫 40 図36-23 石核 TKMM 円礫 剝片素材

37 図71-37 搔器 AIMK 亜円礫 茂漁8 包含層 1 図50-1 搔器 AIMK 角礫
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2 図50-2 搔器 STAK なし 14 図18-5 搔器 AIMK なし

3 図50-3 搔器 AIMK 円礫 15 図18-6 搔器 AIMK 角礫

4 図50-4 搔器 AIMK 角礫or亜角礫 16 図18-7 搔器 AIMK 角礫

5 図50-5 搔器 TKMM 円礫 17 図18-8 搔器 AIMK 円礫

6 図50-6 搔器 STAK なし 18 図18-9 搔器 AIMK 角礫(衝突痕あり)

7 図50-7 搔器 TKMM 円礫 19 図18-10 搔器 AIMK なし

8 図50-8 搔器 STAK 円礫 20 図18-11 搔器 AIMK 亜角礫

9 図50-9 搔器 STAK なし 21 図18-12 搔器 AIMK 亜角礫(発泡)

10 図50-10 搔器 AIMK 剝離面状 22 図18-13 搔器 AIMK 角礫

11 図50-11 搔器 AKC1 円礫 23 図18-14 搔器 AIMK 発泡礫面

12 図50-12 搔器 STAK 剝離面状 24 図18-15 搔器 AIMK 亜角礫or亜円礫

13 図50-13 搔器 TKMM なし 25 図18-16 搔器 AIMK 角礫

14 図50-14 搔器 AIMK 角礫 26 図18-17 搔器 AIMK 発泡礫面 石核素材?

15 図50-15 搔器 TKMM 円礫 27 図18-18 搔器 AIMK 角礫or亜角礫

16 図50-16 搔器 TKMM 円礫 28 図18-19 搔器 AIMK 角礫 石核素材

17 図50-17 搔器 AIMK 角礫 29 図18-20 搔器 AIMK 角礫(衝突痕あり)

18 図50-18 搔器 TKMM なし 30 図18-21 搔器 AIMK 角礫 両極素材?

19 図50-19 搔器 STAK なし 31 図18-22 搔器 AIMK 角礫(発泡) 石核素材

20 図50-20 搔器 TKMM 円礫 32 図19-23 搔器 AIMK なし 両極素材?

21 図50-21 搔器 STAK なし 33 図19-24 搔器 AIMK 角礫

22 図50-22 搔器 TKMM 円礫 34 図19-25 搔器 STAK 角礫(衝突痕あり)

23 図50-23 搔器 AIMK 剝離面状 35 図19-26 搔器 AIMK 亜角礫 石核素材?

24 図50-24 搔器 NYCR 円礫 礫面ゴルフボール状 36 図19-27 接合資料 AIMK 亜角礫or亜円礫
搔器2点接合
両極剝離により分割

25 図51-25 搔器 AIMK 角礫 37 図19-28 接合資料 AIMK 角礫? 搔器を両極で剝離

26 図51-26 搔器 STAK 円礫 38 図19-29 接合資料 AIMK 角礫or亜角礫

27 図51-27 搔器 AIMK 角礫 石核素材 39 図19-30 接合資料 AKC1 円礫

28 図51-28 搔器 STAK 円礫 40 図19-31 接合資料 AKC1 円礫

29 図51-29 搔器 TKMM 円礫 41 図20-32 接合資料 AIMK 角礫

30 図51-30 石核 TKMM 円礫 分割剝片素材 42 図21-33 両極石核 AIMK なし

31 図51-31 石核 TKMM 円礫? 剝片素材 43 図21-34 両極石核 AIMK 亜角礫

32 図51-32 石核 TKMM 円礫 分割剝片素材 44 図21-35 両極石核 AIMK 亜角礫or亜円礫

33 図51-33 石核 AIMK なし 45 図21-36 両極石核 AIMK 角礫

34 図51-34 石核 TKMM 円礫 46 図21-37 両極石核 AIMK 角礫

35 図51-35 両極石核 TKMM 円礫 47 図21-38 両極石核 AIMK 角礫?

36 図51-36 両極石核 AIMK 角礫 48 図21-39 剝片 AIMK 角礫

37 図51-37 石核 TKMM なし 49 図21-40 石核 AIMK 角礫or亜角礫

38 図51-38 石核 STAK なし 50 図21-41 接合資料 AIMK 角礫

39 図51-39 石核 AIMK 円礫 51 図22-42 接合資料 STAK 角礫

40 図51-40 石核 TKMM 円礫 52 図22-43 接合資料 AIMK 角礫

41 図51-41 搔器 AIMK 角礫(発泡) 両極石核素材 53 図22-44 接合資料 AIMK 亜角礫

42 図51-42 石核 TKMM 円礫 54 図22-45 接合資料 STAK 角礫

茂漁1 1H 1 図Ⅱ-4-13 搔器 STAK なし 55 図23-46 接合資料 AKC1 円礫

南島松4 1号住居 1 図5-1 石鏃 AIMK なし 続縄文、水和層やや発達 56 図23-47 接合資料 STAK 円礫

2 図5-2 石鏃 AIMK なし 続縄文、水和層やや発達 57 図23-48 接合資料 STAK 角礫

3 図5-3 石鏃? AIMK なし 続縄文、水和層やや発達 58 図23-49 剝片 AKC1 なし 搔器調整剝片?

4 図5-4 Sc AIMK なし 続縄文、水和層やや発達 59 図23-50 剝片 STTK なし

5 図5-5 Sc AIMK 角礫(衝突痕あり) 続縄文、水和層やや発達 60 図23-52 剝片 AIMK 角礫

2号住居 6 図9-16 搔器 AIMK 節理面 61 図23-53 剝片 AIMK 角礫

7 図9-17 搔器 AIMK 角礫 62 図23-54 R.Fl AIMK なし

8 図9-18 剝片 AKC1 なし 63 図23-55 剝片 AIMK 角礫

9 図9-19 剝片 AKC1 円礫 64 図23-56 剝片 AIMK なし

10 図9-20 剝片 AIMK なし 65 図23-57 剝片 STTK なし

包含層 11 図18-1 石鏃 AIMK なし 縄文、水和層発達 66 図23-58 剝片 AIMK 亜角礫

12 図18-2 尖頭器 TKMM なし 縄文、水和層発達 67 図23-59 剝片 AIMK 発泡礫面

13 図18-3 尖頭器 AIMK なし 縄文、水和層発達 注)グレートーンが付されている資料は、他の時代・文化期に帰属する。
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Historical significance of obsidian use during the early  

Satsumon period

Yoshiaki Otsuka 1＊, Nobuyuki Ikeya 2

Abstract

In this article, we discuss the historical significance of obsidian use during the early Satsumon period by extending 

obsidian identification to tools recovered from various sites in the central part of the Ishikari Lowland, Eniwa city and 

comparing the results with types and surface conditions of tools as well as studies of pottery and site distribution.

The analyses led to the following discoveries: 1） During the early Satsumon period, the sites in the area are characterized 

by utilizing raw obsidian materials from multiple sources, primarily from Akaigawa, Shirataki, and Tokachi, along with 

Oketo, Asahikawa, Nayoro, and Dekishima in mainland Japan; 2） Regarding the Akaigawa and Shirataki （Mt. Akaishi） 

obsidian, raw materials procured from near the producing area and the ones that flowed into rivers are utilized, while for 

other areas, only the ones that flowed into rivers are utilized; 3） Despite the variations in the distance between the sites and 

each source, all the raw materials are manufactured primarily into end scrapers; and 4） Raw materials are procured from 

various sources that are far off the major geographical concentration of the sites.

These discoveries indicate that the extensive procurement of raw materials during the early Satsumon period had aided 

the cultureʼs expansion into the entire Hokkaido in later periods.
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